


開等について、意見や提案をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

○体力向上について、来年度のポイントとし

て挙がっているが、表面的に取り組むので

はなく、学力の向上にもつなげ、心身とも

に元気になるような取組をお願いしたい。 

 

○生活習慣等の確立に向けた取組（チェック 

シート）は、生活習慣がどれだけ浸透した

かが重要である。県ＰＴＡ連合会も教育委

員会も、ただ情報を流すだけでなく、実際

に現場まで足を運ばなければ、浸透してい

かないのではないか。 

 

○学力向上には、生徒も教員も保護者もその 

気にさせることが重要である。学力に課題

のある子どもがいるが、地域と協力し合う

中で、自信を持ち、勉強するようになった

生徒もいる。不登校で諦めかけていた子ど

もが、最終的に寮長となり、保護者も協力

的になった例がある。また、経営品質の向

上、学校の組織力を高めることが学力向上

に効果的である。 

 

○昨年７、８月に、教員の１１年次研修のワ 

ークショップを担当した際、教員からは「地 

域を外部の組織」と捉えている声が非常に 

多かった。また、教員の研修は詰め込みす 

ぎだと思う。 

 

○地域コーディネーターを一人でも見つけれ 

ば、取組が動いていくので、地域を内部組

織だと思い、どんどん地域に入ってきて欲

しい。これから退職していく団塊世代方々

の地域貢献の場にもなるのではないか。 

 

○学校運営協議会を行うようになり、学校と 

地域が小さなことでも相談し合い、学校が 

地域人材を活用するのが上手くなった。た 

だ、学校の取組をみていると閉鎖的なとこ 

ろもある。地域の人が関わって解決してい 

くことが大事である。コミュティスクール 

までいかないまでも環境を整える必要があ 

る。地域の人が関わることで、高校生の授 

業に対する態度が良くなっている。 

 

○みえスタディ・チェックは、学習指導要領 

が求める学力につながる問題となっている 

が、高校の入学者選抜における問題も同様 

にしていくべきではないか。また、スタデ 

ィ・チェックは、ものごとの考え方やプロ 

セスも大切にした問題作成をお願いしたい。 

 
 

○現在、国が高大接続改革に着手しており、 

これまでと違う学力を測ることのできる大 

学入試となる方向である。子ども達に考え 

る力をつけたいのであれば、高校の入学者 

選抜問題についても同様に考えざるをえな 

くなるのではないか。 

 

 



○アクティブ・ラーニングが求められてくる 

が、子ども達が学び合っている形だけやる 

のではなく、どのような力をつけるのかを 

明確にしながら、本来の意味で考える力が 

つく取組を進める必要がある。 

 

○この半年間で、県教育委員会の取組は大き 

く変わったのではないか。学校現場の雰囲 

気も随分変わり、少しずつ県教育委員会の 

姿勢が伝わっているように感じるので、次 

回の全国学力・学習状況調査で成果が出る 

ことを期待している。            

など 

 

            

  来年度の開催予定       

 来年度、第１回の推進会議は６月下旬に実

施する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 


